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本校における休日の運動部活動の地域移行について

平素より，本校の教育活動にご理解とご協力をいただき，ありがとうございます。
さてこの度，下記の通り，今年度の本校の卓球部と男子バスケットボール部における休日の活動を地域に移行し，外部の団体にて管理運営を担っていただくことになりました。
これは，国から京都市が委託を受け，本校において実践研究を行うものです。
詳しい実施方法については，改めて説明会を開催し，管理運営を行う団体の方から説明をいたします。
今年度，休日についてこれまでと違う形での活動となり，保護者や生徒の皆様にご不便をおかけすることもあるかと存じますが，生徒や教員にとって望ましい持続可能な部活動の実現に向け，何卒，本事業への御理解・御協力のほど，よろしくお願いいたします。

記

実施期間：６月中旬～７月開始，２月下旬までの実施となる予定
管理運営団体：リーフラス株式会社
…全国各地でスポーツクラブを運営しており，大阪や名古屋，東京等での部活指導や運営の実績がある事業者です。

実施することになった背景
令和２年９月に国（文部科学省）から，教師の負担軽減と生徒にとって望ましい指導の実現を図るため，「休日の部活動を令和５年度以降，段階的に学校教育から切り離し，地域のスポーツ活動（地域部活動）へ移行する」という方針が示されました。
その実現に向け，「生徒にとって望ましい持続可能な部活動」と「学校の働き方改革」の両立に向けた実践研究が，国からの委託により，全国各地の拠点校（地域）において実施されることになり，京都市では本校が拠点校として実践することになったものです。
[bookmark: _GoBack]今後，全国から集まった研究成果は，国において各地への普及が図られ，令和５年度からの休日の地域部活動の全国展開につなげていくことになります。
